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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人自動車技術会（JSAE）から，

産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経

済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS D 1626 規格群（自動車部品－電気・電子機器の環境条件及び試験法）は，次に示す部で構成する。 

JIS D 1626-1 第 1 部：一般（予定） 

JIS D 1626-2 第 2 部：電気負荷 

JIS D 1626-3 第 3 部：機械負荷（予定） 

JIS D 1626-4 第 4 部：気候負荷（予定） 

JIS D 1626-5 第 5 部：化学負荷（予定） 
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日本産業規格          JIS 
 D 1626-2：2026 
 (ISO 16750-2：2023) 

自動車部品－電気・電子機器の環境条件及び試験法

－第 2 部：電気負荷 
Road vehicles-Environmental conditions and testing for electrical and 

electronic equipment-Part 2: Electrical loads 
 

序文 

この規格は，2023 年に第 5 版として発行された ISO 16750-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

ISO 16750-2 の第 4 版から，主に次の事項について改訂を行っている。 

前記 ISO 16750-2 第 5 版は旧版（ISO 16750-2 第 4 版）からの改正に当たって，主に次の点について技術

的内容を更新している。 

－ 電気試験のためのオペレーティングモードの使用の導入 

－ 関連するテストケースに冗長電源を使用するコンセプトの導入 

－ 直流電源電圧試験の詳細な仕様 

－ ジャンプスタート試験（室温での過電圧試験）の詳細な仕様 

－ 過渡過電圧試験の導入 

－ 重畳交流電圧試験の完全な更新（例：試験方法の更新，周波数範囲の 200 kHz への拡張など） 

－ 電源電圧の緩やかな減少及び増加の試験の詳細な仕様 

－ 電源電圧試験における微小中断の導入 

－ 電圧降下試験時のリセット動作の詳細な仕様 

－ プロファイル試験を開始する際の重大度レベルの説明 

－ 電圧試験の詳細な仕様 

－ 接地基準及び電源オフセット試験の詳細な仕様 

－ 単線遮断試験は，静的割込み（単一の割込みイベント）及び動的割込み（複数の割込みイベント，す

なわち，バースト）の二つのテストケースに分割 

－ 短絡保護試験を短絡試験及び過負荷保護試験に変更。テストケースの詳細な仕様。負荷回路の過負荷

テストケースの導入 

－ ロードダンプパルスの発生源の詳細な説明は，附属書 B に記載 

－ 編集上の様々な更新及び説明 


